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【はじめに】 2010 年の共同研究では北区のわいわい教室（ 1 歳 6 カ月健診で要フォローと
なった子どもが通う教室）に参加し、言語聴覚士が現場で担える役割を把握するとともに
保健師のニーズを把握した。結果、多くの保健師がことばの発達に関する助言に自信がな
いことが明らかになった。本研究では、保護者・保健師支援を目的として、両者が理解で
きる「ことば・コミュニケーション」に関するリーフレットを作成する。これらのリーフ
レットを実際に保健師に活用してもらい、その使い勝手について保健師の声を吸い上げ、
現場で使えるものへと改善していく。また、保健師を対象としてことばに関する基礎的知
識やリーフレットの使用方法をについて講習会を実施する。本研究の独創的な点は（ 1）現
場のニーズを吸い上げ、立案した研究である点、（ 2）今まで本格的に言語聴覚士と保健師
が連携して保護者支援システムを構築した例がない点、（ 3）言語聴覚士の専門性を間接的
に障害児の早期発見に活かす点である。期待される効果は、保健師が保護者に適切な助言
することによって、子ども自身に問題のあるケースを抽出しやすくなる。また、子どもに
うまく関われない保護者、助言に自信のない保健師の減少を促す一助となることである。
本研究の目的は、浜松市における乳幼児健診システムの中で言語聴覚士（ ST）の専門性が
活かせるかを検証することである。  
【方法 1】連携するにあたって区ごとに「ことば・コミュニケーション」に関する業務で
困っていることを挙げてもらった。  
【結果 1】6/7 区から回答が寄せられ、「保護者に児の発達段階を説明する資料が欲しい（ 8
件）  」など保健師が発達支援を行う際に使用する媒体の開発が求められていることがわ
かった。  
【方法 2】ST3 名が月 1 回開催される 1 歳 6 カ月健診事後フォローグループに介入した。（計
8 回） 
【結果 2】保護者やスタッフは子どもへのことば掛けが少なく、 ST は子どもへのことば掛
けの重要性を伝える役割を担えることがわかった。  
【結果 2】1）ことばに関するミニ講座を開講。 2）グループ活動の中の一場面（座布団を
取りに行く）を切り取り、「子どもに声掛けをする意義・方法」を保護者に具体的に説明し
た。3）ことばの発達に関するリーフレットの作成。  
【方法 3】保健師と ST が共同で「コミュニケーション」「ことばの理解」に関するリーフ
レットを作成し、保健師 71 名に使用を促した。3 ヶ月後、使用状況や感想などリーフレッ
トに関する評価を目的として質問紙調査を実施した。  
【結果 3】1）ことばの発達に関する助言に困っている人は約 8 割。2）約 4 割が使用し、
保健師経験年数別の使用率は、 4 年未満は約 3 割、11 年以上が 6 割と経験年数の高い人が
積極的に使用していた。3）使用場面：一番多かったのは「家庭訪問」。4）役に立ったと感
じている人は約 7 割。5）今後、使用したい人は約 9 割。6）使用方法に関する研修会を希
望している人は約 8 割。 
【まとめ】言語聴覚士と保健師が共同で作成したことばに関するリーフレットは保健師の
7 割が役に立ったと回答したことから、言語聴覚士の専門性は保健師のことばの発達支援
業務に関する困り感の改善に寄与していたことが明らかになったが、今後、有効に使用し
てもらうためにはリーフレットの使用に関する勉強会などの何らかの工夫が必要である。  
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